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義疏、行世。」(T50, no. 2060, p. 467, b25-27) とあり、諸経典、論書に精通していたことがうかがえる。 
3 南本『涅槃経』巻第八如来性品、「迦葉白佛言、世尊、二十五有、有我不耶。佛言、善男子、我者、即是如來藏
義。一切眾生悉有佛性、即是我義。」(T12, no. 375, p. 648, b6-8)。 
灌頂撰『大般涅槃経疏』、『大般涅槃経玄義』における仏性説 
開善寺智蔵との対比を中心に 






























4 南本『涅槃経』巻第三、長寿品、「一切諸法中、悉有安樂性、唯願大仙尊、為我分別說。」(T12, no. 375, p. 620, a4-5) 
5 『大般涅槃経疏』巻第十一には、「六法只是五陰。」(T38, no. 1767, p. 104, b16-17)とある。 
6 智円の『涅槃経疏三徳指帰』巻第八によれば、「六法謂五陰及神我也。」(X37, no. 662, p. 441, b3)とあり、湛然の
『止觀輔行傳弘決』巻第七には、「言六法者、謂五陰神我。(T46, no. 1912, p. 366, b29)と、また知礼の『観音玄義記』
巻第一にも「六法者、五陰神我也。」(T34, no. 1727, p. 898, b19)とある。 
7『大般涅槃経疏』巻第三十二、憍陳如品でも、「五業中云、男女二根。論以大小便為二根。各有所據。論就一體。
經就二人(云云)。但此性諦。或謂即是神我。或謂是冥初。皆有其義。冥初據二十五諦之初、以是冥諦。又言是常、
乃是神我。」(T38, no. 1767, p. 220, c1-6)とあり、神我の性質として常住ということを灌頂は取り上げる。 
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(T38, no. 1768, p. 237, c11-13)とあり、『大般涅槃経玄義』と同様の記述がある。 


























不變易、故名為性。豈獨一法為藏性耶。（『大般涅槃経疏』巻第十一、如来性品、T38, no. 1767, 
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－ 309 － 
    佛性不即六法、不離六法。不即、故不如諸師所解。不離、故言住五陰中。實理言之、佛性豈
應有住・不住。特是為緣作此異説。若定執此、妨前後文。畢竟清淨、寧有内外、當之與現、住
不住耶。（同前、p. 104, b23-27） 
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－ 311 － 
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－ 312 － 



































－ 313 － 
此取正因性。若各以為是、如盲觸象。若見此意、無當現之爭。（『大般涅槃経疏』巻第二十四、
































375, p. 768, c17-20) 
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13 南本『涅槃経』巻第二十六師子吼品(T12, no. 375, p. 780, b6-13)を参照。 
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第一の解釈（灌頂説） 第二の解釈 第三の解釈 
「衆生」 正因仏性 「衆生」 正因仏性 「業」 因仏性、因因仏性 
「諸仏境界」 果仏性 「諸仏境界」 境界仏性 「果」 果仏性、果果仏性 
果果仏性 「業」 了因仏性 「仏性」 正因仏性 
「業果」 了因仏性 「果」 果仏性 「諸仏」 聖人 
「仏性」 境界仏性 果果仏性 「一切衆生」 凡夫 
 
 上記の第二、第三の解釈は、灌頂以外の解釈であり、いずれが誰の説であるか明示はないが、第二
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－ 317 － 
正因仏性  五陰の根源 
因仏性 十二因縁 五陰 
因因仏性 十二因縁より生じる智慧 五陰から生じる智慧 
果仏性 三藐三菩提 五陰から生じた智慧が増加したもの 
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16 南本『涅槃経』巻第三十二迦葉品(T12, no. 375, p. 818, a18-b15)を参照。 
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